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津
市
消
防
本
部
通
信
指
令
セ
ン 

タ
ー
で
は
、
現
在
、
ご
家
庭
な
ど 

に
設
置
さ
れ
て
い
る
固
定
電
話
や 

公
衆
電
話
か
ら
の
一
一
九
番
通
報 

を
受
信
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
通 

報
者(
発
信
者)

の
位
置
が
把
握
で 

き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま 

す
の
で
、
い
ち
早
い
対
応
が
可
能 

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
二
〇
〇
八 

年
一
月
一
日
か
ら
は
、
第
三
世
代 

の
携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
一 

一
九
番
通
報
し
た
場
合
に
も
、
同 

様
に
位
置
情
報
が
取
得
で
き
る
シ 

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ 

電
話
か
ら
一
一
九
番
通
報
し
た 

場
合
、
移
動
可
能
と
い
う
そ
れ 

ら
の
特
性
か
ら
、
場
所
の
特
定 

に
時
間
を
要
し
、
通
報
者
が
場 

所
を
正
確
に
伝
え
ら
れ
な
い
場 

合
に
は
、
災
害
現
場
へ
の
到
着 

が
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し 

た
が
、
本
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に 

よ
り
第
三
世
代
の
携
帯
電
話
や 

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
緊
急
通
報
の
際 

も
、
通
報
者
の
位
置
情
報
が
早
期 

に
把
握
で
き
る
た
め
、
よ
り
一
層  

  
  

み
な
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
お
守 

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

■
第
三
世
代
の
携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話

位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
の
概
要 

 
 
 

 

第
三
世
代
の
携
帯
電
話
・
Ｉ 
 
 

 

Ｐ
電
話
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ 

 
 

 

か
ら
の
一
一
九
番
緊
急
通
報
が
あ
っ
た

場
合
、
音
声
通
話
と
併
せ
て
、
携
帯
電

話
基
地
局
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
な
ど
を
も
と

に
、
通
報
者
の
発
信
位
置
に
関
す
る
位

置
情
報
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

■ 

対
象
と
な
る
電
話 

① 

第
三
世
代
の
携
帯
電
話 

② 

Ｉ
Ｐ
電
話
・
直
収
電
話
（
電
話
番
号

が
「
〇
五
〇
」
で
始
ま
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
を

除
く
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

現
在
お
使
い
の
携
帯 

 
 
 

電
話
が
第
三
世
代
の
携 

 
 
 
 
 

帯
電
話
か
ど
う
か
に
つ 

い
て
は
、
最
寄
り
の
携 

帯
電
話
会
社
で
お
確

か
め
下
さ
い
。
な
お
、

第
三
世
代
の
携
帯
電

話
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
位
方

式
対
応
機
種
に
つ
い

て
は
、
よ
り
精
度
の
高

い
位
置
情
報
が
発
信

さ
れ
ま
す
が
、
屋
内
な

ど
の
理
由
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ

が
受
信
で
き
な
い
場 

合
は
、
位
置
情
報
の
精 

度
が
低
く
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

携
帯
電
話
な
ど
か
ら 

 
 
 
 
 

一
八
四
を
押
し
て
一
一 

九
を
ダ
イ
ヤ
ル
（
非
通 

知
発
信
）
し
た
場
合
、

位
置
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。 

    

津
市
防
火
協
会
（
吉
川
晴
会
長
・

会
員
四
九
五
事
業
所
）
は
、
１１
月
２２

日
に
京
都
市
南
区
の
京
都
市
市
民
防

災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
同
協
会
の

２４
事
業
所
の
防
災
担
当
職
員
３５
名

が
参
加
し
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。 

 

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
参
加
者
全
員

が
、「
地
震
体
験
室
」、「
強
風
体
験
室
」、

「
避
難
体
験
室
」
で
の
防
災
体
験
や

「
３Ｄ

大
地
震
」、「
放
水
ノ
ズ
ル
型
の

実
火
災
再
現
」
な
ど
の
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま
し
た
。 

中
で
も
、
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

的
確
な
避
難
が
で
き
ず
、
「
誘
導
標

識
」
に
頼
り
、
姿
勢
を
低
く
し
ハ
ン

カ
チ
な
ど
で
口
を
覆
い
な
が
ら
真
剣 

な
表
情
で
、
会
員
ら
は
災
害
時
に
お 

い
て
の
様
々
な
貴 

 
 
 
 
 
 
 

重
な
体
験
を
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

     

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

現
在
、㈶

日
本
消
防
協
会(

片 

山
虎
之
助
会
長)

で
は
、
大
き
な 

課
題
の
一
つ
と
し
て
全
国
の
消 

防
団
員
の
確
保
事
業
に
全
力
で 

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
津
市
津
消
防
団
デ

ー
ジ
ー
分
団
（
女
性
団
員
15
名
で
構
成
） 

で
は
、
櫻
川
政
子
分
団
長
が
、
本
年 

2
月
か
ら
同
年
11
月
の
間
、
静
岡
県
、 

北
海
道
、
富
山
県
、
兵
庫
県
の
各
道 

県
消
防
協
会
主
催
の
女
性
消
防
団
員 

研
修
会
に
講
師
と
し
て
出
向
し
消
防 

団
員
の
確
保
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。 

 
   

講
演
で
は
、「
デ
ー
ジ
ー
の
花
を 

咲
か
せ
て
」
と
題
し
、
ス
ラ
イ
ド
を 

交
え
て
約
一
時
間
、
延
べ
370
名
の
女 

性
消
防 

団
員
、 

県
等
協 

会
関
係 

者
を
対 

象
に
デ 

                         

ー
ジ
ー 

                         

分
団
の 

日
頃
の 

  

火
災
予 

防
啓
発
や
応
急
手
当
指
導
、
ま
た
実 

火
災
で
の
支
援
活
動
な
ど
を
詳
し
く 

紹
介
し
ま
し
た
。 

     

講
演
会
を
受
講
し
た
女
性
団
員
か

ら
は
、「
話
全
体
が
面
白
く
構
成
さ
れ
、 

時
間
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。」
と
絶

賛
の
声
が
、
ま
た
、「
こ
れ
を
機
に
団
員

確
保
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。」
と
の
声
も
。

櫻
川
分
団
長
は
、
こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
、

人
と
の
暖
か
い
心
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。 
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ム
は
、
携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話 

ご
注
意
下
さ
い 

津津
市市
防防
火火
協協
会会
がが  

京京
都都
市市  

市市
民民
防防
災災
セセ
ンン
タタ
ーー
をを
視視
察察  

強強強風風風体体体験験験   

   実実実火火火災災災消消消火火火体体体験験験   

２２２００００００８８８年年年１１１月月月１１１日日日かかかららら   

煙煙煙体体体験験験   

～～～デデデーーージジジーーー分分分団団団ををを全全全国国国ににに発発発信信信～～～   津津消消防防団団  

 デデーージジーーのの花花  

 
研修会で熱弁する櫻川分団長 

(9/19北海道旭川市にて) 


